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第　 1　問

m，nを正の整数とする。以下の問いに答えよ。

(1) x3m − 1は x3 − 1で割り切れることを示せ。

(2) xn − 1を x2 + x+ 1で割った余りを求めよ。

(3) x2024 − 1を x2 − x+ 1で割った余りを求めよ。
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第　 2　問

数直線上を動く点 Pがある。点 Pは，原点 Oを出発して，1枚のコインを 1回投げる
ごとに，表が出たら数直線上を正の向きに 1だけ進み，裏が出たら数直線上を負の向きに
1 だけ進むものとする。コインの表が出る確率と裏が出る確率はともに 1

2
であるとし，

コインを n回投げ終えた時点での点 Pの座標を xn とする。コインを 10回投げるとき，
以下の問いに答えよ。

(1) x10 = 0となる確率を求めよ。

(2) x5 \= 1かつ x10 = 0となる確率を求めよ。

(3) 0 ≦ xn ≦ 2（n = 1, 2, · · · , 9）かつ x10 = 0となる確率を求めよ。
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第　 3　問

平面上に三角形 ABCを考え，その重心を Gとする。以下の問いに答えよ。

(1) 等式 −→
GA+
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GB+

−→
GC =

−→
0 が成り立つことを示せ。

(2) 平面上の任意の点 Pに対して，次の等式が成り立つことを示せ。
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(3) 次の等式が成り立つことを示せ。
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(4) 三角形 ABCの外接円の半径を Rとするとき，次の不等式が成り立つことを示せ。
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第　 4　問

座標平面において，放物線 y = −x2 + 1を C，原点を中心とする半径 r の円を D とす
る。ただし，r > 0とする。放物線 C と円 D は共有点をもたないとする。以下の問いに
答えよ。

(1) r の値の範囲を求めよ。

(2) 0 < θ < π のとき，円 D 上の点 (r cos θ, r sin θ) における D の接線を ℓ とする。
接線 ℓと放物線 C で囲まれた図形の面積 S を求めよ。ただし，S は rと sin θを用
いて表すこと。
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